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韓流ドラマに見る性意識の変化
－純愛から性愛へ－
崔　　　寶　允
Ⅰ．テレビドラマにおける性描写
儒教の男女有別、父系血統中心の家族制度を重
視してきた韓国の伝統社会では、女性に対する貞
操イデオロギーが強く、婚前性関係と再婚は厳し
く制限されていた。それが 70 年代から世界的に
広まった女性運動により、韓国内でも女性の労働
問題、家庭での位置、社会における性役割につい
て女性たちが自己主張し始めるようになった。そ
の過程で既存の伝統的な家父長制に基づいた規範
や性役割が改められ、婚前性関係の許容、同棲と
同性愛者に対する社会的な態度が開放的に変化し
つつある。
性が本格的に公論化されたのは、90 年代から
である。民主化後の自由主義の拡散、グローバル
化のうねりで、もはや性は隠すものではなくなっ
ていた。女性の自立とともに、性役割が変化し、
女性たちが堂々と性的快楽について語るように
なったのだ。
そのような変化を如実に見せてくれるのが
1998 年に公開された映画『ディナーの後に（原題：
処女たちの夕食）』である。三人の独身女性がそ
れぞれのセックスライフを赤裸々に語るこの映画
は、女性を性欲の主体として描いた画期的な作品
である。
これに対してお茶の間に流れるドラマは、映画
に比べ性表現において保守的な媒体である。そ
の代表的な例として『冬のソナタ』（2002、KBS）
を挙げることができる。『冬のソナタ』では、強
く愛し合っている主人公たちの愛情表現が抱擁と
軽いキスに留まっている。純粋な初恋がテーマで
あるとはいえ、このような描写は当時の若者たち
の性意識からかけ離れている。
一方、日本のテレビドラマに描かれている性は
どのようなものであるか。バブル経済崩壊後不景
気の時代に入った 90 年代、日本のテレビドラマ
は一転して現実とは一定の距離を置き、バブルに
酔えなくなった人々に興奮剤を提供することにな
る。衝動的な性愛が目立って描かれるようになり、
セックスの部分に重きが置かれ、ドラマの展開を
変えようとすると決まったようにレイプ、妊娠、
不倫が出てくるようになった 1。90 年代は深刻な
性描写のドラマが氾濫していたのだ。
『高校教師』（1993、TBS）や映画『失楽園』（1997）
など、刺激的な性描写で話題を呼んだ日本のドラ
マや映画は、90 年代末の日本大衆文化開放政策
によって韓国に流入されるようになる。さらに、
ニューヨークで働く四人の女性のキャリアとセッ
クスライフを描き、世界的なヒットを記録したア
メリカドラマ『セックス・アンド・ザ・シティー』
（1998 ～ 2004）の影響で、若者の性意識は急激に
変化した。このような意識の変化を反映し、2000
年代半ばから韓流ドラマに見る性表現は大胆に
なっていく。
本稿では、テレビドラマを通して変わり行く韓
国社会の性意識の実態に迫る。
Ⅱ．貞操イデオロギー
－『離れの客とお母さん』（1961、映画）
伝統社会で女性は命をかけて操を守るべきと、
貞操観念は確固たるものであった。家父長制の下、
純粋な父系血統の維持のために女性の貞節は重要
な手段とされてきた。これに対して男性たちは、
国家共同体を象徴する王様に忠節を尽くすことが
求められた 2。儒教社会で「一夫一妻」制は確立
したが、同時に「一夫多妾」も盛行したことは周
知のとおりである。女性だけに抑圧的な性に対す
る規範は、男性の再婚は当然のことと認めながら、
女性の再婚は厳しく禁止した「再婚禁止法」が物
語ってくれる。
朝鮮初期まで寡婦の再婚は問題にされなかった
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が、成宗 8 年（1477）、法的に規制し始め『経国
大典』に明示されるようになった 3。女性の再婚
に対する規制は、再婚女性の息子にまで影響を及
ぼし、科挙試験の資格を制限されるほか官職も制
限された 4。つまり、寡婦の再婚禁止は朝鮮王朝
の男性による支配層の既得権を強化するために用
いられたものであった。そうして、16 世紀以降
は再婚が罪悪とみなされ、烈女が賞賛されるよう
になり、再婚禁止は絶対的な規範として根を下ろ
すことになる。
一方、一族から烈女が出ると、没落両班層にとっ
ては落ちぶれた家門を繁栄させる道につながり、
一般庶民には徭役が免除される恩恵が与えられ、
最下層の人々にとっては身分上昇の機会となっ
た 5。婚家以外、身をゆだねる場所が皆無だった
当時の女性たちにとって、烈女は生きるための一
つの方便であったに違いない。男性が忠臣になる
のと同じく、女性が社会的に認めてもらえる方法
は烈女しかなかった 6 からである。貞操イデオロ
ギーが生み出した烈女は、女性の性に対する抑圧
の象徴であるが、自己表現の手段でもあったとい
える。
しかし、近代化とともに自由恋愛思想が入って
きて、女性解放運動で真っ先に唱えられたのが再
婚禁止法の廃止であった。1884 年 12 月 4 日の甲
申政変 7 に失敗して日本に亡命した朴泳孝は、
臣はなお、人民として通義を得せしむるた
めに、いくつかの事について述べなければな
りません。一つには男女、夫婦は、その権を
均しくすべきだということです。およそ男女
の嫉妬心は同じです。しかるに男は妻がある
のに妾を娶り、あるいは妻をうとんじて追い
出す。ところが女子は再婚することも、離婚
することもできないのです。法律では女子の
姦淫だけを禁じながら、男子の乱故は禁じて
いません。かつ男は妻が亡くなれば再び娶る
ことができるのに、女は夫が亡くなると、ま
だ夫婦の契りが結ばれていなくても、再婚す
ることができないのです。家族親族が制止す
るからです 8。
と「法令をもって男子が妾を娶ることを禁じ、孀
婦が任意に再婚することを許すこと 9」を主張し
たのである。
その後、甲午改革（1894）で再婚禁止法は廃止
されたが、長い間因習にとらわれていた女性たち
は再婚を憚った。それは 1935 年『朝光』に発表
された朱耀燮の小説『離れの客とお母さん』に如
実に表れている。この小説は、申相玉監督によっ
て 1961 年に映画化された。あらすじは以下の通
りである。
敬虔なキリスト教の信者である未亡人のチョン
スクは、幼い娘と姑と暮らしている。そこに亡き
夫の親友、ソノが下宿生として入ってくる。チョ
ンスクとソノは惹かれ合うようになるが、世間体
を気にする二人は気持ちを素直に伝えられない。
チョンスクの娘オッキは、なぜ二人が結婚しない
か理解できない。
そんな中、同じく寡婦である家政婦に子供がで
き、その父親がソノだという噂が立つ。実は卵売
りの子であることがわかったが、良からぬ噂が立
つことを恐れた姑はソノに出て行ってもらうよう
にと言う。
チョンスクの気持ちを悟った兄が姑を説得し、
やがて姑も再婚を許可するが、因習にとらわれて
いるチョンスクはソノの告白を断る。そこに、ソ
ノの母親が危篤という知らせが入り、ソノは実家
に帰る。
図 1．未亡人のチョンスクに再婚を勧める兄
映画が公開された 1961 年は、再婚禁止法の廃
止から約 60 年が過ぎていた。しかし、チョンス
クが再婚を断念する姿で分かるように、何百年に
わたって女性たちの脳裏に焼き付けられていた因
習というものは、そう簡単には打破できるもので
はなかった。民主化と女性運動の拡散、グローバ
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ル化、情報化など、社会の他の部分が目まぐるし
く変化を遂げていく中で、性意識だけは相変わら
ず保守的なままであった。再婚に対する認識が寛
大になったのは、ごく最近のことである。
その実例として、2004 年に結婚した 31 万 944 組
のうち、7 万 5735 組（25.2%）が再婚カップルで
あり 10、2010 年は結婚件数 32 万 6100 件のうち、7
万 1300 件（21.9%）が再婚であることがわかった
11。これは再婚比率が全体の結婚件数の 13.4% を占
めていた1995年に比べて約2倍増した数値である。
さらに、子供たちも親の再婚に対して肯定的
に考えていた。2007 年、結婚情報会社「デュオ」
が未婚男女 550 人を対象に「父親の再婚をどう思
うか」と質問したところ、反対の意見は 3.6% に
過ぎなかった。母親の再婚についても「反対する」
は 3.6% であった 12。再婚がタブーではなくなる
まで約 100 年の歳月が必要だったことから、女性
たちが社会通念と戦いながらどれほど険しい道を
歩んできたかは想像に難しくない。
Ⅲ．様々な性の変化
１．ジェンダーへの性の変化－
『サイの角のようにひとりで行け』（1995、映画）
1993 年、新経済とグローバル化を掲げた文民
政府が出帆し、人々の自由と開放に対する期待、
文化の多様性に対する欲求が高まった。グローバ
ル化の影響で海外の大衆文化が韓国になだれ込み、
若者はその大衆文化をますます吸収していった。
このような社会の変化の中で、90 年代韓国文
化で重要なキーワードとなったのが「性」である。
ジェンダ （ー性役割）としての性、性愛としての性、
性表現としての性 13、様々な側面の性が変わり始
めたのだ。まず、ジェンダーとしての性について
問題提起をしたのは、小説『サイの角のようにひ
とりで行け 14』（1993、孔枝泳作、1995 年映画化）
である。この作品は韓国社会でフェミニズムに関
する議論を大衆的に拡散させたと評価された。ま
ず、あらすじを紹介する。
大学時代からの親友であるヘワン、キョンへ、
ヨンソンはそれぞれ自立と幸せを夢見て同じ時期
に結婚生活をスタートさせる。作家のヘワンは、
夫の反対を押し切り、子供が生まれても仕事を続
ける。そんなある日、目の前で子供が交通事故に
遭い死んでしまう。それが原因でヘワンは離婚す
る。以来、大学の先輩ソヌに再婚を申し込まれる
が、周りの反対はさることながら、子供のことを
引きずっているヘワンは断る。
産婦人科医と結婚したキョンへは、ラジオ局の
アナウンサーとして働き、裕福な家庭を営んでい
て幸せそうに見える。だが、堂々たる夫の浮気に
自分も浮気で対抗する生活をしている。
ヨンソンは、映画監督を目指し夫と一緒に留学
するが、お金のために学業を辞め働き、自分が書
いた脚本まで夫に渡し、夫を映画監督として成功
させる。しかし、成功した夫は浮気に走り、その
ショックでヨンソンはアルコール中毒になる。最
後に「サイの角のようにひとりで行け」というメ
モを残し、ヨンソンは自殺する。
図 2．キョンへの結婚式（左ヨンソン、右ヘワン）
『サイの角のようにひとりで行け』には三人の
女性が登場するが、みんな聡明で自信に満ちてい
る。彼女たちは「大学を卒業したら結婚するのが
当たり前」という当時の社会通念に従い、結婚生
活を始めた。しかし、男女平等の教育を受けた彼
女たちにとって、結婚は相変わらず女性に不平等
な制度であった。これについて作家の孔枝泳氏は、
この小説は、経済成長おかげで、法的、あ
るいは、形式的、そして家庭においてさえも、
女だという理由で差別を受けることなく育っ
た最初の世代が、学校を卒業した後、結婚と
いう制度に編入されることで経験する悲劇を
描いたものです 15。
と述べている。ヘワンは、仕事を続けたいという
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意思を理解してくれない夫と事あるごとに衝突す
る。挙句は子供を事故で失ってしまうが、そこで
ヘワンは「神は子供を連れて仕事に行こうとした
私の代わりに、寝ていた夫を許した。そう、神も
男なのよ」と悟る。家事、育児、仕事、すべての負
担がヘワンだけに伸し掛かっていたことがわかる。
ヨンソンは、「夫の成功を補佐することが自分
の幸せにつながる」と思っていたが、成功した夫
が浮気に走ると、それまで自分の役割は下女にす
ぎなかったことに気付く。
キョンへは、「もうおまえには性的な魅力を感
じない」と言い堂々と浮気する夫に対して、浮気
で仕返しするが、満たされない気持ちは消えない。
一見したところはしっかりしていて自己主張が
強く、自分自身の権利にも敏感な女性たちだが、
夫との関係では一歩引いているように見える。こ
の映画は、彼女たちが夫の影から自立していく姿
を描いている。それと同時に、女性の自立の難し
さも指摘している。以下は、離婚したヘワンが社
会で受ける偏見や制裁が端的に表れている場面で
ある。
出版社の職員：美人作家のおでましだ。
 元気か？
ヘワン：お金がちょっと必要なんです。
 今書いてる小説があるんです。
出版社の職員：小説だ…。
 ところで、僕と恋愛する気は
ない？　冗談、冗談だよ。
手記はどうだい？離婚手記、
赤裸々に…。
出版社の社長：ところで、どうしてこんなに
お美しいんです？
 恋愛に忙しくて小説書く時間
がありますか？
 契約したけど、不安だね 
（中略）へたをすると離婚女と
所帯を持つことになりそうだ
な！ 16
出版者の職員と社長の台詞から離婚した女性と
は、簡単に性的な関係を結べると思っている男性
たちの態度が見て取れる。侮辱的な言葉を浴びせ
られたヘワンは、契約金が入った封筒を破り社長
の顔に投げ、その席を蹴立てて去る。このような
偏見は男性だけに限るものではない。ヘワンが離
婚後ソヌと付き合っていると、ソヌの婚約者が訪
ねて来て「彼の家は非常に保守的です。ましてこ
こは韓国です」と離婚歴のある女性を彼の親が受
け入れるはずがないと言うのであった。
これに対して孔枝泳氏は、インタビューで「離
婚は最後の選択じゃなくて、もうひとつの始まり
です。新しい始まりには試練がつきものでしょう
17」と女性たちを勇気付けた。さらに、彼女は「女
性自身が固定観念を捨て、離婚に対して開放的に
考えて欲しい 18」と付け加えた。
実際、離婚経験のある孔枝泳氏は、結婚前の同
棲についても賛成している。ヘワンは結婚前に望
まない性関係を持って妊娠、慌てて結婚したとい
う設定である。また、キョンへは夫の浮気に自分
も浮気で対応する。この作品は「貞操イデオロ
ギー」や「一夫従事」より、女性の社会的な自立
の方がもっと重要であることを主張している。
ここで、女性の社会的な自立に必要条件となる
のが仕事である。この映画でも自殺したヨンソン
は、唯一仕事を持たない専業主婦であった。愛す
る夫の成功を夢見、夫の世話ばかりしているうち
にヨンソンは自分自身を見失ってしまったのだ。
以上のように『サイの角のようにひとりで行け』
は、女性たちに男性に頼らず、自ら幸せを掴み取
るべきと伝えている。
２．既婚女性の恋愛－『愛人』（1996、MBC）
1996 年に放送されたドラマ『愛人 19』は、そ
れぞれ家庭を持つ 30 代男女の愛を描き、シンド
ロームを巻き起こした話題作である。
「不倫ドラマ」である『愛人』は、放送委員会
主催で開かれた「ドラマの素材及び社会的影響に
関する討論会」で俎上にも上がり「男女の感情
を同等に表現して韓国の夫らが妻の感情を考え
てみるきっかけを作った」と評価される一方で、
「不倫を美化している」と非難の声も相次いだ 20。
30% に達する視聴率を記録し 21、社会的に不倫に
対する議論を戦わせた『愛人』のあらすじは、以
下の通りである。
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建築会社を経営しているウノは、二人の息子を
連れて行った遊園地で偶然ヨギョンに出会い、一
目惚れする。後日、接触事故でヨギョンと再会し
たウノは、積極的にヨギョンにアプローチをかけ
る。ヨギョンは、出世に目が眩んで家庭のことは
そっちのけで仕事に没頭している夫に不満を抱い
ていた。家族に無関心な夫とは違って、優しくて
思いやりのあるウノにヨギョンも惹かれていく。
しかし、二人は結婚して家庭を持つ既婚者同士
である。世間体を気にしたヨギョンがウノに連絡
してこないようにと頼むが、ウノは身を引かな
い。結局、ウノの妻ミョンエが二人の関係を知る
ことになり、ミョンエはヨギョンに家族写真を送
りつける。家族写真のことでウノに別れを告げた
ヨギョンだが、母親が危篤になり、連絡が付かな
い夫の代わりにウノを呼び出す。これが原因でウ
ノはミョンエに離婚を切り出される。そしてウノ
は、ヨギョンにサンフランシスコ行きのチケット
を渡し、一緒に旅立つことを提案する。
約束の日、ウノはミョンエが三人目の子供を妊
娠しているのを知り、サンフランシスコに行くこ
とを取り止める。一方、ヨギョンもまた、仕事で
失敗した夫が絶望に陥っている姿を見て、その夫
を見捨てられず、支えていくことにする。
以上があらすじである。『愛人』がこれまでの
ドラマと違う点は、家庭を持ち働く 30 代の女性
が不倫の主体として描かれているところである。
以前のドラマには、40 ～ 50 代の既婚男性と 20
代の未婚女性の不倫が多く、夫の不倫に苦しむ妻
を描いたものが定番であった。
その代表的な例が『砂の城』（1988、MBC）で
ある。『砂の城』は、中年男性がインテリの未婚
女性と長期間にわたり不倫をする。それを知った
妻が悩んだ挙句、離婚を決心するという内容であ
る。放送当時は、妻が夫の不倫に対して離婚を決
意すること自体が画期的であった。離婚に対する
認識が否定的な社会の雰囲気の中で、妻には家庭
を守るため辛抱することしか選択肢がなかったか
らである。
『愛人』でも不倫に積極的なのは、ウノの方で
ある。ウノは弁護士である友達のキチョルにそれ
となく気になっていたことを質問する。
ウノ：さっきの人は何を依頼しに来た？
キチョル：離婚するとき、妻への慰謝料を最
小限にしてくださいって。
ウノ：男の方が不利だよな？
キチョル：でも、他の国に比べてこの国はマ
シな方だ。韓国は社会通念っても
んが役に立つからな。
アメリカの場合は、男がすっから
かんになるに決まってる 22。
（『愛人』7 話、拙訳、下線は筆者）
キチョルが言う社会通念とは、夫の不倫は一時
の浮気心として許されるが、妻の不倫は絶対に
あってはいけないという考え方である。このよう
に、不倫に対して男女差別的な物差しで判断する
韓国社会で、『愛人』は果敢に女性の視点からも
不倫を描いたドラマなのである。
始めての食事でヨギョンが既婚者であることを
知ったウノは、失望を隠せなかった。そのような
ウノの素直さにヨギョンも次第に惹かれていく
が、世間体を気にしたヨギョンは、何度もウノを
突き放す。
ヨギョン：今、私たちがどれだけくだらない
ことをしているか、この先どうな
るか分かってるのに…
こうやって言い訳してるの、虚し
くありません？
もう終わりにしましょう。
ウノ：自信ないです。明日連絡します。
（『愛人』5 話、拙訳、下線は筆者）
図 3．積極的なウノに対し躊躇するヨギョン
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しかし、自分の気持ちに正直なまま近寄ってく
るウノを、ヨギョンは完全に突き放すことができ
なかった。その後も二人の関係は続くが、それを
聞いた友達の反応は以下の通りである。
スンジン：あなた、何か勘違いしてない？
 まさか…
ヨギョン：余計な憶測はやめて！
 あなたが考えてるような関係じゃ
ない。私たち。
スンジン：私たち？ってことは、
 あなた本気で恋してるの？
 どうかしてるんじゃないの？
 あなた、その年で旦那、娘までい
る女が恋って何よ！
ヨギョン：分かったわ。もうやめる。
（『愛人』6 話、拙訳、下線は筆者）
キチョル：長引くとよくないぞ。
 今まで築いてきた家庭と会社、す
べてが一瞬で台無しになる。
 あっちの家庭も同じだ。
 この辺で別れた方がいい。
ウノ：そんな簡単な問題じゃない。
（『愛人』6 話、拙訳、下線は筆者）
スンジンとキチョルの反応が、不倫に対する社
会の一般的な見方である。ウノとヨギョンが自分
たちの愛は純粋で無償の愛といくら主張しても、
周りは当然性的関係までを想像する。
このドラマが「美しい不倫」ともいわれ、シン
ドロームを巻き起こした要因にひとつに、二人の
性的関係が描かれていない点を挙げることができ
る。『愛人』でウノとヨギョンの感情表現は、別
れ際のキスシーンだけであり、二人の愛は完全な
るプラトニックである。
以下は、二人の関係がウノの妻に知られ、ヨギョ
ンが断固と別れを告げる場面である。
ヨギョン：この辺で別れましょう。
ウノ：今までよく耐えてきたのに、急にどう
したんですか？
ヨギョン：急じゃないです。
 私たちが今までどれだけ図々し
かったか分かってますよね。
ウノ：私たちは違います。
（ヨギョンがウノの家族写真を取り出す。）
 僕が謝ります。
ヨギョン：いいです。
 通り過ぎる人たちに聞いてみま
しょう。これが正しいのか？
ウノ：そうしましょう。
自分自信に正直なのか通り過ぎる人た
ちに聞きましょう。
自分が大切な分、他人を尊重したこと
あるか聞きましょう。
誰も私たちに口出しできません。
（『愛人』9 話、拙訳、下線は筆者）
上記の台詞からウノは、社会における家族の倫
理より、個人の自由である恋愛感情を優先してい
ることが分かる。
『愛人』が放送された 90 年代半ば、「安定した
家庭と恋人、両方手に入れたい」と思う 2330 代
が増えていた。当時首都圏の主婦 850 人を対象に
した世論調査で「夫以外に彼氏が必要だと思う」
が 60.7％を占めた 24。また、79.1％の主婦が「夫
と離れて自分だけの時間が必要だ」と答えており
25、「一夫従事」の伝統的な価値観は見当たらな
くなっている。『愛人』は、このような 30 代の欲
望を代弁していたため視聴者から多大な支持を得
たのだ。
しかし、『愛人』は既存の慣行を破ることまで
はできなかった。二人の愛はプラトニックで、そ
れぞれ家庭に戻ることで話の結末がついた。
異例な結末が期待できない理由のひとつに、姦
通罪の存続を挙げることができる。もともと姦通
罪は、夫が妻の不倫を罰する日本の制度が日本統
治時代に根付いたものである 26。戦後、日本は女
性に対する差別として廃止したが、韓国では女性
にも訴える権利を与えるということで存続させ
た。
ちなみにデンマークは 1930 年、スウェーデン
は 1937 年、日本は 1947 年、ドイツは 1969 年、
フランスは 1975 年、スペインは 1978 年、スイス
は 1990 年、アルゼンチンは 1995 年、オーストリ
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アは 1996 年に姦通罪を廃止した 27。
現在韓国では、姦通罪の存続廃止をめぐって論
争が絶えない。憲法裁判所は 1990 年、1993 年、
2001 年、2008 年まで 4 回姦通罪は合憲という決
定を下した 28。しかし、社会環境の変化と人々の
価値観の変化で、近い将来に姦通罪の違憲決定が
下されるであろうという観測も出ている。
このような韓国の社会・文化的な脈絡の中でド
ラマ『愛人』は、テレビドラマではタブーとされ
てきた既婚者同士の不倫を、女性の立場からも描
いたところに大きな意味があるといえる。同時に
90 年代、テレビドラマが表現できる性描写の限
界が窺える作品でもある。
Ⅳ．語られる性
１．大胆になったドラマの性描写
韓流の火付け役となったドラマ『冬のソナタ』
は、強く愛し合っているユジンとミニョンがホテ
ルに泊まることになるが、性描写は一切ない。二
人の身体的な愛の表現は、軽い抱擁か、軽い口づ
けだけである。さらにユジンは、10 年間交際し
てきた婚約者と一緒に寝ることを拒否する。ユジ
ンは暗黙的に操を守る女性として描かれているの
である。しかし、このようなドラマの性描写は、
現実の若者の性意識とは隔たりがある。
2002 年当時の大学生意識調査によると、全体
の 37.2% が「性経験あり（男 52.2%、女 15.6%）」
と答えている 29。また、K 大学の校内新聞には、
10 人のうち 7 人が同棲について肯定的に考えて
いて、100 人のうち 5 人は同棲経験があると答え
た 30。回答者全体の70％以上が「同棲に賛成する」、
「状況によっては同棲も可能だ」と答えている 31。
このような若者の意識変化の背景には、日本や
アメリカのドラマの影響もあることを指摘して
おきたい。日本のドラマ『東京ラブストーリー』
（1991、フジテレビ）で女性主人公のリカは、「セッ
クスしよう」と男性を誘う。また、『高校教師』
（1993、TBS）や『同窓会』（1993、日本テレビ）
は、従来にない性描写に踏み込みヒットした 32。
大家族の長女の不倫を描いた『カミング・ホーム』
（1994、TBS）や『君といた夏』（1994、フジテレ
ビ）も深刻な性描写を含むドラマである。そのほ
か、1997 年には不倫を描いた『失楽園』（渡辺淳
一原作、日本テレビ）や、「夫以外の男とのセッ
クスは、どうしてこんなに楽しいんだろう」とい
うキャッチコピーの『不機嫌な果実』（林真理子
原作、TBS）からも分かるように、露骨な性描写
を売りものにしたドラマが話題を集めた。
しかし、何と言ってもアメリカドラマ『セック
ス・アンド・ザ・シティー』（1998 ～ 2004）が若
い女性たちの性意識に与えた影響は大きい。『セッ
クス・アンド・ザ・シティー』は、ニューヨーク
を舞台に 30 代から 40 代の独身女性四人のキャリ
アと恋愛、セックスライフが赤裸々に描かれてい
る。このような変化を受けて、ドラマも変わり行
く性意識を反映しなければならなくなったのだ。
これまでの性に関する描写は、間接的・遠回し
であったが、2003 年以降のドラマでは、直接的・
ストレートに表現されている。同棲を素材にした
『屋根部屋の猫』（2003、MBC）『愛情の条件』（2004、
KBS）『個人の趣向』（2010、MBC）、婚前性関係
を描写した『バリでの出来事』（2004、SBS）『私
の名前はキム・サムスン』（2005、MBC）『ワン
ダフルライフ』（2005、MBC）『キツネちゃん、
何してるの？』（2006、MBC）『コーヒープリン
ス 1 号』（2007、MBC）、10 代の未婚の母が主人
公の『恋するシングルマザー』（2011、SBS）、親
友の夫との不倫を描いた『私の男の女』（2007、
SBS）、同性愛者を主人公にした『美しい人生』
（2010、SBS）など、性にまつわる素材と描写は
大胆になった。これに対する視聴者たちの拒否反
応も昔ほど強くなく、大半は受け入れられている。
さらに近年は、韓国版『セックス・アンド・ザ・
シティー』といわれるドラマが次々と作られる
ようになり、『マイ・スイート・ソウル』（2008、
SBS）『ロマンスが必要』（2012、tvN）『1 年に 12
人の男』（2011、tvN）、男性版『セックス・アンド・
ザ・シティー』といわれる『紳士の品格』（2012、
SBS）が放送され人気を得た。
２．自由になった婚前性関係－
『私の名前はキム・サムスン』（2005、MBC）
2005 年はドラマの性表現の度合い、描き方に
おいて変化が多かった年である。恋人同士の婚前
性関係は当たり前のようなことになり、ワンナイ
トラブも軽く描かれるようになった。『ワンダフ
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ルライフ』（2005、MBC）と『オンリーユー』（2005、
SBS）は、ワンナイトラブで妊娠し未婚の母になっ
た主人公が登場し、『がんばれ！クムスン』（2005、
MBC）は婚前妊娠が物語の始まりである。大胆
になったドラマの性描写は『私の名前はキム・サ
ムスン』でピークを迎える。
2 － 1．サムスンとジノンカップル
『私の名前はキム・サムスン』では、「私が襲っ
ちゃいそう」「長らくご無沙汰の私はもっとつら
い」というサムスンの台詞だけでなく、ジノンが
避妊具を買いに行く場面や二人がベッドで鼻血を
流す場面で性関係を表している。
ジノンの母親に結婚を反対され、それを押し切
るために、二人はできちゃった結婚を計画する
が、以前からジノンはサムスンに一緒に寝ること
を誘っていた。サムスンはずっと拒否してきたが、
その理由は他でもなく「痩せてから」ということ
であった。若者の間で貞操イデオロギーは、過去
の観念に過ぎなくなったのだ。
図 4．サムスンとジノンのベッドシーン
2006 年 6 月、ソウル大学のホン・ドゥスン教
授が他大学の教授らとともに、全国の大学生 554
人を対象に実施した「2006 年度韓国大学生の
意識と生活に関する調査」によると、回答者の
31.2％が「性経験あり」と答えている 33。1994 年
度調査の 14.1％、1999 年度の 19.6% に比べて右
肩上がりに増加していて、男女別に見ると、1994
年に比べて男子は 18.2％から 39.4％、女子は
10％から 22.7％に増加した 34。
このような現実を反映した『私の名前はキム・
サムスン』では、ジノンとサムスンが元恋人とも
性関係を結んだことが分かるシーンが出てくる。
以下は、ジノンとヒジンの関係を表す会話である。
ジノン：（胃癌を）
最初に分かったのはいつ？
ヒジン：消化不良だったでしょ？
ジノン：“胃がムカつく”って
ヒジン：妊娠かと思って検査薬まで買ったの。
（『私の名前はキム・サムスン』7 話、
下線は筆者）
サムスンもフランス留学中に付き合っていた元
カレ、ヒョヌと性関係を持ったことがヒョヌの言
葉で語られている。
ヒョヌ：（ジノンに向けて）若造、よく聞け。
僕はサムスンの最初の男だ。
この意味が分かるか？
（『私の名前はキム・サムスン』7 話、
下線は筆者）
『私の名前はキム・サムスン』は、未婚の男女
が付き合うことが性関係をも意味するようになっ
たことを映し出した。それだけではなく、サムス
ンとジノンはお互い、過去の恋人との性関係につ
いて問い詰めたりしない。このドラマは、現在若
者たちの性意識をありのままに見せてくれてい
る。
2 － 2．イヨンとヒョンムカップル
サムスンの姉イヨンと、レストランのシェフで
あるヒョンムの恋愛は、もっと感覚的である。二
人は交際しているわけではないが、出会ってすぐ
に肉体関係を持つ。ワンナイトラブの後、イヨン
が残した「夕べは楽しかった」というメッセージ
と 10 万ウォンの小切手は放送当時、社会的に大
きな反響を呼んだ。なぜなら、従来の男女の性役
割が転倒したからである。一部の女性視聴者はド
ラマの掲示板を通して「すっきりした」「痛快だ」
という反応を見せたが、男性たちと家父長制の枠
にはまっている女性は不愉快に感じた 35 という。
このような視聴者たちの反応について、ドラマ
の制作側は「その場面をどのように見るかは個人
の価値観の問題だ。すでに世の中は変わったのに、
隠して言わない方が卑怯だ」と述べた 36。
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図 5．ラブホテルに入るイヨンとヒョンム
性愛から始まる二人の恋愛はサムスンとジノン
の関係よりも刺激的である。それに図 5 で分かる
ように、ホテルに誘ったのはヒョンムだが、心を
決めてからイヨンはヒョンムを引っ張り主導する
姿を見せている。本能のまま動く二人の恋愛は
クールに見える。
しかし、10 万ウォン事件でヒョンムは、イヨン
を呼び出し、自分の体の価値は 100 万ウォンだと
言い不快感を示す。呆れたイヨンは、自分の体は
1000 万ウォンだと言い返す。するとヒョンムは、
ヒョンム：おい、中古のくせに。
イヨン：熟女だから高いのよ。
ヒョンム：熟女？半熟だろ？
イヨン：あんたは生卵ね。青臭いガキよ。
（『私の名前はキム・サムスン』11 話、
下線は筆者）
と、バツイチのイヨンの価値は高くないと言うの
であった。「中古のくせに」の一言で、女性の性
意識はここ 10 年で急激に変化したのに対して、
処女に高い価値を置く男性の考え方は変わってい
ないことが分かる。男性の性意識は足踏み状態の
ように思われる。
Ⅴ .　性に対する二重の規範－
『キツネちゃん、何してるの？』（2006、MBC）
『私の名前はキム・サムスン』の翌年に放送さ
れた『キツネちゃん、何してるの？』は、アダル
ト雑誌の記者という女性主人公の職業から画期的
である。主人公が性関連のコラムを書きながら想
像をめぐらす場面で、数回にわたって過度な性描
写をしたことで放送委員会から警告を受けるなど
話題になった。家族で見るのが気まずくてチャン
ネルを回したという視聴者からの苦情も寄せられ
た。しかし、一方では、表現の領域を拡大させた
という評価も受けた 37。様々な話題を撒いたこの
ドラマのあらすじを紹介する。
33 歳のオールド・ミス、ビョンヒは、男性向
けアダルト雑誌に性コラムを書いている。彼女は、
初めて行った産婦人科で子宮筋腫と診断され、大
学時代から好きだった先輩に振られたことも重
なって、ヤケ酒をあおり、家族同然だった親友の
弟チョルスと一夜の過ちを犯してしまう。ビョン
ヒはチョルスになかったことにしようと言い、泌
尿器科医のヒミョンと結婚前提の交際を始める。
このことで嫉妬に燃えるチョルスは、ビョンヒに
とうの昔から好きだったと気持ちを伝える。9 歳
年下のチョルスを子供扱いし拒んできたビョンヒ
だが、チョルスの一途さに徐々に心を許し、二人
はお互い好きという気持ちを確かめ合う。
しかし、両家の猛烈な反対にぶつかり、チョル
スは姉によって軍隊に放り込まれる。チョルスは
世界一周が夢であるビョンヒのためにキャンピン
グカーを残し、入隊する。
図 6．アダルト雑誌記者のビョンヒ（右）
本物の兄弟のような関係だったビョンヒとチョ
ルスは、性的な関係を結ぶことによってお互い恋
であったことに気付く。これは性に保守的なドラ
マで扱ったことのない衝撃的な恋愛の始まりであ
る。
さらに『キツネちゃん、何してるの？』には避
妊具、泌尿器科での手術場面、主人公が産婦人科
で診察を受ける場面、処女膜、早漏など、性に関
する話題が全面に出ている。前作『私の名前はキ
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ム・サムスン』より、大胆になった性表現につい
て作家のキム・ドウ氏は、
既存のドラマは男女のあらゆる恋愛を描い
てきましたが、性に関しては主人公の純潔を
強調したものが多かったです。そのような型
を破りたかったです。その年頃の女性の生き
方と性を正直に描こうとしたのです 38。
とドラマを通して伝えたかったことを述べた。
以下は、取材で訪れた大学で淫らな雑誌記者と
追い出され落ち込んでいるビョンヒを、ヒミョン
が慰めるシーンであるが、このドラマのメッセー
ジがよく表れている部分である。
ビョンヒ：だからうちの雑誌が淫らか、
そうではないか。
私が淫らか、そうでないか。
それが問題なの。（中略）
私は後ろ指を指されるようなことし
てる？淫乱？
ヒミョン：淫乱って何か分かる？
ビョンヒ：分かんない。なあに？
ヒミョン：隠すことが淫乱だよ。
（『キツネちゃん、何してるの？』7 話、
下線は筆者）
では、実際若者たちの性意識はどのようである
か。以下の図 7 は、2012 年アルバモン（アルバ
イト求人ポータルサイト）が大学生 668 人を対象
に、婚前性関係をテーマにしてアンケート調査を
行った結果である。
図 7. 大学生の婚前性関係に対する見解
（出典：アルバモン）39
応答者の 72.5% が婚前性関係を肯定している
ことが分かる。とりわけ、女性たちが性に関して
開放的になったことが注目に値する。しかし、こ
の調査結果に反して『キツネちゃん、何してる
の？』には、ビョンヒが産婦人科の診察で処女膜
を気にするシーンが出てくる。
産婦人科医：膣の超音波検査を。
違和感があるけど、じっとしてて。
ビョンヒ：待ってください。
先生、それってそれって…
処女膜には影響ないでしょうか？実
は私、処女なんです。
さっきは恥ずかしくて言えなかった
んです。本当に大丈夫ですか？
責任取ってくれますか？ 40
（『キツネちゃん、何してるの？』1 話、
下線は筆者）
ビョンヒは 33 歳で性経験のないことを恥ずか
しいと思っていながら、処女膜が破れてしまうの
か恐れている。以下の図 8 をみると、女性より男
性の方が女性の純潔にこだわっているのが分か
る。
図 8．結婚相手の性経験に対する受容可能な範囲
（出典：ビエナレ）41
「自分はそうでなくてもいいけれど、結婚相手
には処女でいてほしい」という男性たちの性に対
する二重の価値規範が拮抗しているのが見て取れ
る。このために結婚前、処女膜再生手術を受ける
女性もいる。実際手術を受けにきたある 20 代後
半の女性は、
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結婚したいと思う人に出会った時、処女で
ないと軽い女と思われてしまいます。まだ韓
国社会では女性の過去を理解してくれる男性
は少ないです。淑やかな女性になって好きな
男性をつかむしかありません 42。
と述べた。これは女性たちが社会的な偏見から自
分を守るために行う、一種の自己防御にも考えら
れる。
現在韓国社会の一方では性開放、フリーセック
スの時代が叫ばれ、一方では処女膜手術という、
相反する状況が共存しているのである。
そこで『キツネちゃん、何してるの？』には男
性の性意識の変化を促す新たな試みも盛り込まれ
ている。
社長：男が 24 歳まで童貞じゃおかしいっての
か？
ビョンヒ：ええ。
社長：男だって純潔を守っていいんじゃない
か。若いくせに頭固いな。
それだ！
来月の創刊 10 周年記念のカバーストー
リーは“男の純潔”（中略）
うちのモットーは“健全な性文化のた
めの高感度成人誌”だ。
“性文化・高感度・専門”
ネットのエロ動画とは次元が違う。
“なぜ女と違い男の純潔は軽んじられる
か”男の純潔、男の純潔だよ。
（『キツネちゃん、何してるの？』6 話、
下線は筆者）
図 8 でみてきたように、女性の 77.9% は結婚
相手に性経験があってもいいと答えているの に
対して、男性は 36.8% にすぎなかった。このよ
うな認識の差をあざ笑うように『キツネちゃん、
何してるの？』では、チョルスもビョンヒと同じ
く性経験がない人物として登場させ、男女平等な
性意識の変化を呼び掛けている。
性を恥ずかしいもの、隠すものとタブーにして
きた韓国社会で、ここまで性を正直に描いたドラ
マはなかった。公の場で性を語れる時代になった
が、相変わらず男女間に認識の差は存在する。女
性たちの性意識変化に追いついていない男性たち
が変わる日に、真の両性平等社会は訪れると考え
る。
Ⅵ .　男性の性意識変化を求めて
女性に対する性的な抑圧、貞操イデオロギーが
強かった韓国社会が民主化後の自由主義、グロー
バル化のうねりで、女性の自立とともに性役割が
変化し、性開放に向かって変化している。離婚、
再婚に対する偏見が薄れ、結婚しても夫以外の男
とロマンチックな恋愛を夢見る女性が増えてい
る。ドラマもこのような人々の認識の変化を反映
し、性描写がストレートになった。
性が公論化され始めた 90 年代、ドラマ『愛人』
は、既婚男女の恋愛を描きシンドロームを巻き起
こした。しかし、社会通念上、二人の愛はプラト
ニックで描かれ、結局主人公が家庭に戻ることで
結末がついた。女性の不倫に対する認識が否定的
な韓国社会で型破りな結末は期待できなかったの
である。
それから 10 年後の 2006 年にはアダルト雑誌の
記者である女性主人公が現れる。『キツネちゃん、
何してるの？』では、処女膜、早漏など性に関す
る話題を全面に出すだけではなく、男性の純潔に
ついても問題を投げ掛けている。このドラマは男
女平等な性意識の変化を視聴者たちに訴えている
のである。もはや性は隠すものではなく、堂々と
語る時代になったのだ。
以上でみてきたように、ここ 10 年で女性たち
の性意識は急激に変化した。婚前性関係も自然に
受け入れられるようになり、同棲に関しても肯定
的である。しかし、男性に比べ女性の方が大きな
被害者となっている姦通罪が存続していることが
表しているように、男性の性意識は少しも変わら
なかった。男性たちは、相変わらず結婚相手に処
女を求め、離婚した女性とは簡単に関係を結べる
と考えている。
このような男女の認識の差で韓国社会では性に
関する二重の規範が拮抗している。
一方、姦通罪のない日本では、既に 80 年代に
純潔は死語になり、不倫がファッション化してい
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る。現在日本の若い世代は性的な関係の有無で純
愛か純愛ではないかを判断できるとは思わない。
純愛とは利害関係を伴わない純粋な愛を意味す
る。すなわち、純潔は純愛の条件ではない。韓国
では過度な性描写で放送委員会から警告を受けた
『キツネちゃん何してるの？』が、日本では純愛
ドラマに属するのである。男性の性意識が変わる
日に、我々は男女平等社会へ一歩前進できるであ
ろう。
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한류드라마로 본 성의식의 변화
- 순애에서 성애로 -
Changes in the awareness of gender, focused on Korean television dramas 
– From pure love to sexual love –
최보윤
 (Choi Boyun)
〈요지〉
여성에 대한 성적인 억압 , 정조관념이 뿌리깊게 박혀있던 한국의 전통사회가 민주화 이후의 자유주의 , 
남녀평등주의 , 글로벌화의 물결 속에서 여성들이 자립을 외침과 동시에 성의식도 변해가고 있다 . 이혼 , 
재혼에 대한 편견이 줄어들었고, 결혼한 후에도 사람들은 배우자 이외의 이성과 로맨틱한 연애를 꿈꾼다. 
최근의 텔레비전드라마는 이러한 인식의 변화를 반영하여 성묘사가 솔직하고 대담해졌다 . 
성이 공론화되기 시작한 것은 90 년대부터이다 . 이 시기에 방영된 드라마 < 애인 >(MBC,1996 년 , 16
부작 ) 은 기혼 남녀의 사랑을 소재로하여 신드롬을 일으켰다 . 그러나 ,　당시 사회통념상 두 사람의 사랑
은 플라토닉 러브로 그려졌고 결국 주인공은 각자의 가정으로 돌아가는 것으로 드라마는 끝이난다 . 
그로부터 10 년 , 2006 년에는 남성용 성인 잡지 기자인 여주인공이 등장한다 . < 여우야 , 뭐하니 ?> 
(MBC,16 부작 ) 에서는 처녀막 , 조루 등 성에 관련된 화제를  전면에 내세운다 . 성을 사실대로 묘사하는
데에 그치지 않고 , 남성의 순결에 대해서도 문제제기를 한 이 드라마는 남녀평등의 시점에서 성의식이 변
해야 한다는 것을 시청자들에게 호소하고 있다 . 성은 더이상 감추고 숨기는 것이 아니라 당당하게 말하는 
시대가 된 것이다 .  
< 애인 > 에서 < 여우야 , 뭐하니 ?> 에 이르기까지 최근 10 년 동안 여성들의 성의식은 급격하게 변화했
다 . 혼전 성관계도 자연스럽게 받아들여지게 되었으며 , 동거에 대해서도 긍적적이다 . 그러나 , 남성들의 
성의식은 답보 상태에 놓여져있다 . 남성들은 여전히 결혼 상대의 처녀성에 집착하고 이혼한 여성과는 쉽
게 성관계를 가질 수 있다고 생각한다 . 이러한 인식의 차로 인해 한국 사회의 한쪽에서는 성개방 , 프리섹
스를 부르짖으며 , 또 다른 한쪽에서는 처녀막재생수술이 횡행하는 등 성에 대한 이중적인 규범이 길항하
고 있다 . 
한편 , 간통죄가 없는 일본에서는 80 년대에 이미 순결은 사어 ( 死語 ) 가 되었고 , 불륜이 유행처럼 공
공연히 행해지고 있다 . 현재 일본의 젊은 세대들은 성적인 관계의 있고 없음으로 순애 ( 純愛 ) 인지 순애
가 아닌지를 판단할 수 있다고 생각하지 않는다 . 순애란 이해관계를 동반하지 않는 , 말 그대로 순수한 사
랑을 의미한다 . 즉 , 순결은 순애의 조건이 되지 않는다 . 한국에서는 과도한 성묘사로 방송위원회로부터 
경고를 받은 < 여우야 , 뭐하니 ?> 가 일본에서는 순애물에 속하는 것이다 . 남성들의 성의식이 변화하는 
날 , 진정한 남녀평등사회로 한발 더 다가갈 수 있을 것이라 생각한다 .   
（2012 年 11 月 1 日受理）
崔　　　寶　允
